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ARID1A deficiency in EBV-positive gastric cancer is partially regulated by EBV-
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氏      名： 加瀬晃志 
学位論文題名： ARID1A deficiency in EBV-positive gastric cancer is partially regulated by EBV-
encoded miRNAs, but not by DNA promotor hypermethylation（EBV 関連胃癌における ARID1A 遺
伝子発現は DNA プロモーター高メチル化ではなく EBV-miRNA によって一部制御されている） 
 
本研究は EBV 関連胃癌を材料に miRNA などエピジェネティックな作用が ARID1A 遺伝子の発
現を制御していることを検証したものである。ARID1A を標的とする EBV-miRNA を過剰発現させた
胃癌細胞株では mRNA は抑制されずに蛋白発現が低下すること、また EBV-miRNA が直接
ARID1A の 3’UTR に結合することや、EBV-miRNA 高発現臨床サンプルで ARID1A 遺伝子の変
異なく ARID1A 蛋白発現低下たことを示すなど、学位論文としての新規性を有している。要旨、論
文の構成、引用図表の質は基礎的な研究報告としてほぼ的確と判断する。 










論文審査委員  主査  乳腺外科学講座  大竹 徹 
 
副査  放射線腫瘍学講座 吉本由哉 
 
    副査  基礎病理学講座 杉本幸太郎 
